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＜連絡事項＞
・洗濯場のスタッフより、シーツ等のリネン類に血液汚染等あった際には、ハイター消毒をしてから出すようにとの注意喚起がありました。病棟スタッフは再度周知お願いします。
・検査スタッフより病棟メールに連絡あり。荒川　岩美様の2/12の採血にてHBsAg（+）だったので、モーニングミーティング時の「B型肝炎」の欄に氏名の入力をするようにとの事。動静報告の感染情報の欄には追加済み。

＜患者様連絡事項＞
・和田　みよ子様～発熱時アンヒバ坐薬(200)1個の継続指示薬の残数無し。主治医へ報告し、3回分処方となる。
・和田　昌様～点滴が本日分迄となっている。主治医へ報告し、2/14～2/18迄5日分同内容で処方して頂く。又、日勤帯に入り、痰鳴あり、吸引後も酸素飽和度88％から上がらず、酸素1Lより開始。酸素飽和度上昇せず、酸素5L迄増量し経過観察している。主治医からは酸素吸入の指示頂いている。その後、主治医来棟され、本人の状態を確認。去痰目的にてレスプレン(20)3T　3×毎食後5日分処方(2/13夕から服用開始。2/18昼迄)。
・工藤　みず紀様～病状説明・退院に向けた面談についての日程調整の為、ご両親の自宅へ連絡し、母様対応される。主治医より本人の病状説明・退院に向けた面談について実施していきたいとの事で日程調整したい事、来週であれば、(火)～(木)は出勤であり、主治医の対応可能な時間帯(火は14:30頃、水は15:00頃、木は診察後11:00過ぎあたり)については母様へ伝えている。母様より父様と相談・検討する為、決まり次第、病棟へ連絡頂く事としている。又、上記の主治医の対応可能な時間帯的に父様であれば面談の為、来院可能だと思われるとの情報頂き、終話している。本人にも上記面談調整の件は説明し了解されている。
・種本　てる様～食事摂取量のムラや水分摂取時のむせ込み等見られている。栄養スタッフより本日昼から食事形態を粥・キザミ・汁トロミ・パン禁へ変更していくとの事で食事摂取状況を確認していく。又、持参薬は2/14夕迄セット済みだが、各持参薬の処方切れの日にちのばらつきがある為、主治医へ再度確認。きむらクリニックより処方の内服薬の中には当院での代替薬が無いものもある為、主治医よりご家族へ相談するとの事。持参薬の鑑別書類を主治医へ渡している。
・中山　真由美様～本人希望にて本日夕から常食(大盛り)・常菜(毎食パン)へ変更となる。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・立花　圭様～時間隔離中。衣類要求頻回にあるが、苛々感の訴えは無い。部屋で静かに過ごす。嘔吐・嘔気なし。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察行っていく。
＜要注目患者情報＞
・木村　正子様～食後薬は粉砕せずに促すと、拒否なくスムーズに内服。妄想様の言動、易怒性や粗暴性はない。
・岡沼　広宣様～ホール内の徘徊あるが、過度な確認行為無く過ごせている。不穏さは無く穏やか。
・苫米地 正義様～帰宅要求や不穏さは無い。他者交流見られている他、Cユニットホール通路で歩行訓練を行っている。
・浪岡　美喜男様～小刻み歩行だが、急な立ち上がり等の危険行為はない。帰宅要求、粗暴行為は無い。主治医より、もう少し症状観察を続けた後、問題なければ外出訓練等も検討との事で、次回診察後、外出等の希望日確認をしていくことで、妻様に了解得ている。
・荒川　岩見様～不穏さや帰宅要求、粗暴行為なし。ホールでテレビを見て過ごす。対面時穏やか。
・種本　てる様～朝食1/3、昼食より粥・キザミに食事形態変更となるが1/2で手を止めている。帰宅要求や不穏さはない。独語活発、左腕の脱力感見られている。介護抵抗なく内服スムーズ。
・和田　みよ子様～昨日39.0℃台までの発熱あったが、アンヒバ坐薬使用にて徐々に解熱している。痰鳴あり、吸引施行し喀痰除去している。吸引等の介入時には拒否・抵抗あり。昨日準夜帯では点滴自己抜去あったが、日勤帯では点滴トラブルや危険行動無く、介入時以外では傾眠がちに過ごす。
＜田名部Dr診察情報＞
・立花 圭様～臨時薬は同内容で7日分処方となる。
・木村 正子様～臨時薬はアリピプラゾールOD錠6㎎・メトグルコ錠1000㎎・ピオグリタゾン錠15㎎・インヴェガ錠3㎎は終了、リスペリドンOD錠2㎎　2×昼・夕食後が追加、他同内容で2日分処方。又、便秘時継続指示センナリド2T　3回分処方となる。
・袴田 将志様～臨時薬は同内容で7日分処方となる。
・高田 マキ様～臨時薬はオランザピンOD錠10→20㎎へ増量、他同内容で7日分処方となる。
・信田 あかり様～臨時薬は同内容で7日分処方となる。
・三浦 みよ子様～臨時薬は夕食後薬のハロペリドール錠2→1㎎へ減量、アリピプラゾールOD錠6㎎追加、他同内容で7日分処方となる。又、旦那様来院し、主治医面談行っている。病状等の説明を受け、3月をめどに外泊訓練実施を予定するとのこと。
・見付 龍矢様～母との通話のみ携帯電話使用可となる。本人希望にて作業療法を長期休暇したいと話し、一時中止となる。臨時薬はレボトミン錠225㎎→200㎎へ減量・レボトミン(25)3T　3×毎食後→となりレボトミン(25)2T　2×朝・夕食後へ服薬方法変更となり、他同内容で7日分処方となる。
・小向　静江様～臨時薬は同内容で7日分処方となる。
・藤井　孝蔵様～エンシュアリキッド7日分処方となる。点滴は中止。
・山中 美穂～臨時薬は同内容で7日分処方となる。退院に関して、本人は三沢に帰りたい、義理娘と元旦那は佐賀に帰ってもらいたいと話している。三男様へ面談調整の依頼しており連絡待ちの状態である。
・久保　興介様～臨時薬はセニラン錠15㎎→セニラン錠6㎎へ減量、エチゾラム錠1.5㎎追加、他同内容で7日分処方となる。診察後にご両親来院され、主治医面談行っている。青山荘入所に向けてSWと調整を行って行く事説明しご両親は了承されている。
・柿木　真吾様～臨時薬は同内容で7日分処方となる。
・工藤　みず紀様～臨時薬はブロチゾラム錠0.25㎎、54ツムラ抑肝散エキス顆粒(2.5)3Pが追加、他同内容で7日分処方となる。
・野村　才恵様～臨時薬はカルバマゼピン200㎎→カルバマゼピン100㎎、ビペリデン6㎎→ビペリデン4㎎へ減量、他同内容で7日分処方となる。
・小澤　和子様～臨時薬は同内容で7日分処方となる。
・長嶺　孝様～持参薬2/15より当院切り替えとなり6日分処方となる。
＜皮膚科診察情報＞
・来週木曜日は皮膚科診察がありません。周知お願いします。
・藤井　孝蔵様～右膝外側テラマイシン+ガーゼ保護へと変更。その他処置変更なし。
　　　　　　　　テラマイシン、イソジンシュガー1本、ソフラチュール7枚処方。
・杉澤　恵子様～処置変更なし。
・山中　美穂様～処置変更なし。ヘパリン類似物質クリーム1本処方。
・助川　節子様～処置変更なし。ヘパリン類似物質クリーム1本処方。
・三浦　常雄様～ゲンタマイシン塗布へと処置変更。ゲンタマイシン2本処方。内服薬は
飲み切り止め。
・木村　美智子様～処置変更なし。
・水梨　孝純様～処置変更なし。
